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を
散
策
、
そ
の

後
、
全
国
の
諏

訪
神
社
の
総
本

社
で
あ
る
「
諏

訪
大
社
上
社
」

を
お
詣
り
し
た

後
、
バ
ス
は
一

路
宿
泊
地
の
横

谷
温
泉
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
は
、
標
高
２
，２

０
０
メ
ー
ト
ル
の
国
道
「
メ
ル

ヘ
ン
街
道
」
沿
い
か
ら
奥
に

入
っ
た
奥
蓼
科
温
泉

郷
で
、
近
く
に
は

「
横
谷
狭
」の
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
、奥

蓼
科
で
唯
一
の
「
横

谷
温
泉
」
で
開
催
、

武
田
会
長
、
細
江
分

会
長
の
挨
拶
の
後
、

山
口
飛
騨
地
区
会
長

の
音
頭
で
乾
杯
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、ホ
テ

ル
専
属
の
「
キ
ュ
ー

テ
ィ
は
し
」
に
よ
る

物
ま
ね
と
三
味
線
・

踊
り
・
歌
に
よ
る

「
麦
屋
節
」
な
ど
披

露
さ
れ
、「
フ
ラ
ダ
ン

ス
」
、
飛
び
入
り
の

程
で
し
た
。
各
地
区
か
ら
の
バ

ス
6
台
の
う
ち
2
台
が
高
速
道

路
で
の
故
障
車
に
よ
る
通
行
止

め
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
巻
き
込
ま

れ
る
な
か
、
一
路
北
東
へ
と
向

か
い
、
安
曇
野
の
「
安
曇
野
ス

イ
ス
村
」
で
集
結
し
昼
食
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
日
本
最
古
の
国
宝

の
城
「
松
本
城
」
と
松
本
市
内

　

第
39
回
バ
ス
旅
行
は
5
月
23

日
〜
24
日
の
2
日
間
、
〝
初
日

は
晴
れ
、
２
日
目
は
曇
り
一
時

雨
な
が
ら
傘
を
使
う
こ
と
も
な

く
旅
行
日
和
に
恵
ま
れ
る
な

か
、
県
下
各
地
か
ら
１
３
６
名

が
参
加
、
横
谷
温
泉
で
の
一
泊

の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
名
所
旧
跡
を
訪
ね

な
が
ら
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
行

「
マ
ジ
ッ
ク
」「
獅
子
舞
」
な
ど

の
出
し
物
の
あ
と
、
50
名
以
上

が
参
加
し
た
「
郡
上
踊
り
」
で

会
場
を
盛
上
げ
、盛
況
の
う
ち
に

終
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
駒
ケ
根
市
に
あ

る「
駒
ケ
根
フ
ァ
ー
ム
ス
」
「
北

川
製
菓
」「
マ
ル
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
」

を
見
学
・
試
飲
し
て
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
後
「
ビ
ア
ン
デ
さ
く

ら
亭
」
で
の
昼
食
と
買
物
を
済

ま
せ
、飯
田
市
に
あ
る
「
元
善
光

寺
」
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　

元
善
光
寺
は
、
長
野
善
光
寺

の
発
祥
の
霊
場
と
な
る
と
こ
ろ

で
、
名
前
の
由
来
〝
本
多
善

光
〞
卿
生
誕
の
地
。
元
善
光
寺

月
に
入
っ
て
か
ら
様
々
な

物
の
値
段
が
上
昇
し
て
い

ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
値
上

げ
が
原
因
と
な
っ
て
、
輸
送
・
運

賃
等
の
値
上
げ
に
つ
な
が
り
、
そ

れ
が
ま
た
生
鮮
食
料
品
な
ど
の
値

上
げ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

す
。
企
業
業
績
は
円
安
に
よ
っ

て
、
こ
の
と
こ
ろ
の
最
高
益
と
の

こ
と
。
結
局
苦
し
い
立
場
に
立
た

さ
れ
る
の
は
、
い
つ
も
我
々
「
庶

民
」
な
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
私
た
ち
が
お
び
や
か
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
う
し
た
経
済
的
な

側
面
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
意
味
で
は
も
っ
と
大
切
な
「
自

由
」
や
「
民
主
主
義
」
と
い
っ
た

問
題
が
、
か
っ
て
な
い
ほ
ど
に
お

び
や
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

丁
度
こ
の
原
稿
を
書
こ
う
と
し

て
い
た
日
、
６
月
16
日
の
朝
刊
に

「
共
謀
罪
」
法
成
立
の
見
出
し
が

大
き
く
躍
り
ま
し
た
。
「
監
視
、

乱
用　

尽
き
ぬ
懸
念
」
と
か
「
自

由
と
人
権
は
一
体
ど
こ
へ
」
と

い
っ
た
小
見
出
し
が
つ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
だ
け
で
こ
の
法
案
の

持
っ
て
い
る
問
題
点
や
危
な
さ
の

よ
う
な
も
の
が
、
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。

　

政
府
・
与
党
は
そ
の
前
日
の
参

議
院
に
お
い
て
、
通
常
行
な
わ
れ

る
は
ず
の
委
員
会
採
決
を
行
な
わ

ず
、
い
き
な
り
本
会
議
に
お
い
て

採
決
を
行
な
う
と
い
う
暴
挙
に
出

ま
し
た
。
民
進
党
な
ど
の
野
党
も

こ
れ
を
黙
っ
て
見
て
い
た
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
金
田
法
務
大
臣
に

対
す
る
問
責
決
議
案
や
、
参
議
院

法
務
委
員
長
に
対
す
る
解
任
決
議

案
な
ど
を
提
出
し
抵
抗
を
試
み
ま

し
た
が
、
逆
に
こ
れ
を
「
審
議
の

打
ち
切
り
」
と
み
な
さ
れ
、
国
会

の
会
期
を
４
日
残
し
て
の
成
立
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

「
共
謀
罪
」
法
が
成
立
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
に
ど
ん
な

影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
得

ら
れ
る
も
の
と
失
う
も
の
の
両
面

か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
政
府
が
言
う
「
テ
ロ
対
策
」

に
多
少
は
有
効
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
例
え
ば
イ
ス
ラ
ム

テ
ロ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
多
く
の

イ
ス
ラ
ム
国
家
に
存
在
す
る
貧
困

と
失
業
の
問
題
や
、
そ
も
そ
も
の

根
源
と
も
言
え
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
な
ど
、
中
東
諸
国
の
人
々
と
正

面
か
ら
向
き
合
っ
て
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
こ
そ
が
最
も
大
切
な
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
失
う
も
の
は
何
か
。
ひ
と
つ

は
「
自
由
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と

つ
は
「
人
権
」
で
し
ょ
う
。
共
謀

罪
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
「
準
備

行
為
」
の
段
階
か
ら
取
り
締
ま
り

を
行
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
こ

と
で
す
。
ま
た
組
織
的
犯
罪
集
団

の
定
義
も
曖
昧
で
、
一
般
市
民
に

も
拡
大
適
用
さ
れ
る
危
険
性
に
つ

い
て
払
拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
早

け
れ
ば
来
年
夏
に
も
与
党
が
「
憲

法
改
正
」
を
発
議
し
、
年
内
に
国

民
投
票
を
実
施
す
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
い
ま
こ
の
時
を
生
き

る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と
っ

て
、
非
常
に
重
い
選
択
が
求
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

政
治
的
な
「
正
念
場
」
に
来
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。　

と
名
付
け
ら
れ
る
前
は
坐
光
寺

（
ざ
こ
う
じ
）
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
現
在
も
座
光
寺
（
読
み
同

じ
）
と
し
て
地
名
に
そ
の
名
を

残
す
。
本
尊
は
善
光
寺
如
来
。

ゆ
っ
く
り
と
参
拝
し
な
が
ら
森

林
浴
を
し
、
最
後
の
見
学
地
を

後
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
バ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
へ
の
帰
路
と
な
り
、
今

年
度
の
バ
ス
旅
行
が
終
演
と
な

り
ま
し
た
。

　

各
バ
ス
の
世
話
役
の
皆
様
、

参
加
し
て
頂
い
た
会
員
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

次
回
、
多
数
の
皆
様
の
参
加
を

心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

４

〝
長
時
間
労
働
の
撲
滅
、

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実

現　

今
こ
そ
、
底
上
げ
、
底
支

え
、
格
差
是
正
の
実
現
を
！
〞

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
88
回
岐

阜
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が
4
月
29

日
、
岐
阜
市
金
町
の
金
公
園
で

開
か
れ
、
情
報
労
連
か
ら
は
60

人
（
内
退
職
者
の
会
か
ら
12

人
）
が
参
加
し
た
。

　

式
典
で
は
主
催
者
代
表
、
来

賓
の
挨
拶
が
あ
っ
た
あ
と
恒
例

の
プ
ラ
カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
震

災
の
復
興
支
援
や
働
く
者
の

「
底
上
げ
・
底
支
え
」
、
「
格

差
是
正
」
の
実
現
に
向
け
た

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た

後
、
市
内
を
ア
ピ
ー
ル
行
進
し

労
働
環
境
の
改
善
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
当
日
金
公
園
で
は
労

働
組
合
や
市
民
団
体
に
よ

る
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、

買
い
物
や
ゲ
ー
ム
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
宇

宙
戦
隊
キ
ュ
ウ
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
お
楽
し
み
抽

選
会
で
楽
し
ん
だ
。

お
び
や
か
さ
れ
る
庶
民
の
暮
ら
し
！！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

　

会 

長
　
武
　
田
　
康
　
郎

底
上
げ
、底
支
え
、格
差
是
正
の
実
現
を

第
88
回
岐
阜
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　

N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
全

国
交
流
集
会
が
5
月
10
日
〜
12

日
に
静
岡
県
伊
東
市
で
開
か
れ

た
。

　

こ
の
集
会
は
新
任
役
員
を
対

象
に
、
役
員
の
育
成
・
相
互
交

流
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
1
2
4
名
が
参

加
、
岐
阜
県
支
部
協
議
会
か
ら

は
飛
騨
地
区
・
山
口
会
長
、
東

濃
地
区
・
西
尾
事
務
局
長
が
参

加
し
た
。

　

中
央
協
議
会
の
石
原
会
長
は

挨
拶
で
、〝
支
部
協
、
地
区
協
の

取
組
み
が
柱
〞、レ
ク
・
サ
ー
ク

ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
基

盤
だ
。〝
全
国
の
仲
間
の
絆
〞、

〝
現
・
退
一
体
の
活
動
展
開
〞
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
後
、
川
辺

事
務
局
長
か
ら
「
N
T
T
労
組

退
職
者
の
会
の
概
要
と
当
面
す

る
課
題
」
に
つ
い
て
話
し
が

あ
っ
た
。
三
遊
亭
白
鳥
氏
よ
り

特
別
講
演
「
お
笑
い
と
健
康
体

操
」
を
受
け
た
。

　

組
織
内
の
吉
川
参
議
院
議
員

よ
り
、
政
治
学
習
会
「
直
近
の

国
会
情
勢
と
社
会
保
障
政
策
」

に
つ
い
て
の
講
演
を
受
け
た
。

　

二
日
目
は
、
N
T
T
労
組
中

央
本
部
相
馬
副
委
員
長
の
挨
拶

に
続
き
、
日
野
N
T
T
労
組
中

央
本
部
企
画
組
織
部
長
よ
り

「
N
T
T
労
組
の
現
状
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
講

話
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
第
一
興
商
よ
り
、

特
別
講
座
と
し

て
「
健
康
体

操
」
で
音
楽
に

合
わ
せ
て
、

歌
っ
た
り
、
身

体
を
動
か
し
た

り
し
、軽
い
汗

と
笑
い
が
起

き
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご

し
た
。

　

分
散
会
を
6
班
に
分
か
れ
、

「
会
と
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
を

行
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
各
支
部
協

や
地
区
協
の
取
り
組
み
、
活
動

の
悩
み
な
ど
、
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
、
予
定
し
た
会
議
を
終

了
し
た
。

（
飛
騨
地
区
協
：
山
口
会
長
、
東

濃
地
区
協
：
西
尾
事
務
局
長
）

会員との
コミュニケーションの

充実
退職者の会全国交流集会

松本城と諏訪大社、
横谷温泉と元善光寺などを訪ねる
松本城と諏訪大社、
横谷温泉と元善光寺などを訪ねる

松本城

諏訪大社

松本城

諏訪大社

元善光寺
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「アルコーる会」
（西濃）

●
私
達
「
ア
ル
コ
ー
る
会
」
は
、
生
涯
健
康
に

楽
し
く
歩
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
、
約
30
年
前
に

発
足
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
飛
騨
を
除
く

岐
阜
県
在
住
の
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
系
の
Ｏ
Ｂ
が
中
心

で
、
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

会
の
行
事
は
、
原
則
月
1
回
定
例
の
山
歩
き

で
す
。

　

継
続
の
行
事
は
、
琵
琶
湖
１
周
ウ
オ
ー
ク

で
、
あ
と
少
し
で
ゴ
ー
ル
で
す
。
ま
た
、
い
ま

ま
で
踏
破
し
た
山
は
、
富
士
山
・
白
山
・
白

馬
・
乗
鞍
な
ど
の
高
山
で
、
御
岳
の
噴
火
の
直

後
に
登
っ
た
白
草
山
で
、
御
岳
に
向
か
い
黙
と

う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

登
山
の
ほ
か
は
、
中
山
道
や
美
濃
路
・
歴
史

探
訪
と
し
て
も
歩
い
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
設
立
30
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

ハ
ワ
イ
島
溶
岩
火
口
歩
き
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
歩
き
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
知
的
視
野
も
取
入
れ
、
〝
楽
し
く
、
元
気
に
、
安
全
に
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
歩
き
続
け
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
田
口　

共
栄
／
記
）

「NTT関　　　　　
　OBドリーム会」
（中濃）

●
活
動
拠
点
は
、関
市
稲
口・津
保
川
沿
に
位
置
す

る
特
別
老
人
ホ
ー
ム「
ほ
ほ
え
み
の
家
」に
お
い
て
、

主
に
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
た
活
動
は
、会
員
30
名
を
二
つ
の
班

に
分
け
、通
常
月
は
各
班
と
も
に
月
一
回
施
設
内
に

お
け
る
廊
下
の
清
掃
と
手
す
り
の
清
掃
を
行
い
、６

月
と
10
月
は
全
員
で
つ
つ
じ・さ
つ
き
の
刈
込
み
、土

手
の
除
草
、樹
木
の
剪
定
を
行
い
、８
月
は
夏
祭
り

の
応
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、関
市
社
協
の
要
請
に
応
え
て
、３
月
は
関

市
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
給
水
応
援
、10
月
は
福
祉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
応
援
、等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
か
ら
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を
行
い
、

６
月
と
12
月
の
年
２
回
N
P
O
法
人
へ
届
け
、昨
年
12
月
末
で
計
３
回
4
2
9

㎏
・2
1
5
人
分
の
協
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、平
成
９
年
10
月
の
発
足
以
来
、20
年
を
迎
え
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。今
日
ま
で
基
盤
を
築
き
、育
ん
で
い
た
だ
い
た
先
輩
会
員
の
方
々
に
思
い
を

馳
せ
、感
謝
し
、こ
の〝
宝
物
〞を
今
後
の
後
輩
会
員
に
引
き
継
い
で
行
く
た
め

に
、何
か
記
念
と
な
る
事
業
を
計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「東濃ゴルフ愛好会」
（東濃）

●
平
成
29
年
5
月
25
日
、
恵
那
市
明
智

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
中
コ
ー
ス
に
お
い
て
、

平
成
29
年
度
第
1
回
目
（
通
算
46
回

目
）
の
コ
ン
ペ
を
30
名
が
参
加
し
実
施

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
天
候
不
順
で
午
前
中
雨
で

し
た
が
、
午
後
は
晴
れ
間
と
な
り
新
緑

が
美
し
く
映
え
る
中
で
、
暑
く
も
寒
く

も
な
く
爽
や
か
な
コ
ー
ス
状
態
と
な
り

楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。

　

優
勝
は
石
井
和
典
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
69
）
、

２
位
は
伊
藤
兼
光
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
71
）
、
３

位
は
大
鋸　

久
（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
72
）
の
各
氏

が
獲
得
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
平
成
29
年
９
月
29
日
（
金
）

に　

可
児
市
御
嵩
町
内
の
富
士
Ｏ
Ｇ
Ｍ
エ
ク
セ
レ
ン
ト
御
嵩
花
ト
ピ
ア
ゴ
ル

フ
場
に
て
開
催
予
定
で
す
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

東
濃
在
住
の
方
ゴ
ル
フ
愛
好
会
の
入
会
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
兼
松

代
表
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
丹
羽　

啓　

記
）

&

　

岐
阜
地
区
協
議
会
で
は
、
三

月
三
十
一
日
恒
例
の
花
見
懇
親

会
を
、
八
十
名
の
参
加
の
も
と

長
良
川
河
畔
の
ホ
テ
ル
パ
ー
ク

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
こ
の
時
期
の
桜
は
、
満

開
の
は
ず
が
今
年
は
ど
う
し
た

こ
と
か
、
ま
だ
つ
ぼ
み
。

　

こ
う
い
っ
た
花
見
も
又
風
情

が
あ
り
会
員
同
志
旧
交
を
温
め
、

酌
み
交
わ
す
お
酒
は
量
が
増
え

最
高
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
場
で
は
小
野
会
員
の

司
会
で
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
会

員
が
自
慢
の
喉
で
新
曲
等
を
披

露
。
飛
び
入
り
も
沢
山
あ
り
、

予
定
し
た
時
間
も
短
く
感
じ
る

ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

（
藤
田　

修　

記
）

　

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
森
づ
く
り
や
森
林
体
験
等
、

自
然
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で

地
球
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
催
し
〝
グ
リ
ー
ン
ジ
ョ

ブ
ぎ
ふ
２
０
１
７
〞
が
５
月
27

日
（
土
）
可
児
市
久
々
利
の

「
我
田
の
森
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
退
職
者
の
会
か
ら
は

岐
阜
地
区
、
中
濃
地
区
の
会
員

10
名
が
参
加
、
情
報
労
連
現
役

の
仲
間
20
名
と
と
も
に
間
伐
伐

採
作
業
等
に
汗
を
流
し
た
。

　

5
月
26
日
（
金
）
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
岐
阜
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
退
職
者
の
会
か
ら
は
岐
阜
地
区
の
会
員
12
名
が
参
加
。

　

「
テ
ー
マ
：
介
護
制
度
の
現
状
と
将
来
の
課
題
」
と
題
し
て
、
岐
阜
市
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
の
方
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
に
お

い
て
、
ま
す
ま
す

我
々
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
な
っ
て

い
く
中
、
介
護
制
度

や
保
険
の
活
用
の
仕

方
な
ど
、
具
体
的
に

説
明
さ
れ
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
も

必
要
な
地
域
と
の
関

わ
り
な
ど
に
つ
い
て

勉
強
し
ま
し
た
。

生涯学習セミナー生涯学習セミナー
（岐阜県退職者連合）桜

は
ま
だ
つ
ぼ
み

交
流
会
盛
り
上
が
る

全
国
統
一
環
境
保
護
ア
ク
シ
ョ
ン

〜
グ
リ
ー
ン
ジ
ョ
ブ
ぎ
ふ
2
0
1
7
〜

米
　
寿（
88
歳
）

【
岐
阜
】佐
藤　

鍈
子　

青
木　

康
平

　
　
　

加
藤　

礼
昭　

阿
部　

一
郎

【
中
濃
】加
藤　

俊
明

傘
　
寿（
80
歳
）

【
岐
阜
】下
尾
喜
代
美　

清
生
多
美
枝

　
　
　

西
脇
喜
美
子　

足
立　

英
子

【
中
濃
】大
野　

知
子　

古
田　

英
子

【
東
濃
】橋
本　

佳
稔　

三
津
原
道
子

　
　
　

川
嶋　

利
和　

伊
藤　

明
子

古
　
希（
70
歳
）

【
岐
阜
】井
川　

克
美　

渡
辺　

郁
雄

　
　
　

水
野
恵
美
子　

広
瀬
郷
太
郎

　
　
　

武
山　
　

孝　

青
山
美
恵
子

　
　
　

遠
藤　
　

忠　

安
藤　

義
憲

　
　
　

水
野　

嘉
元　

横
山　

正
博

　
　
　

鈴
木　

良
雄　

長
江　

英
明

　
　
　

神
谷　

保
夫　

高
橋　

正
明

　
　
　

水
野　

俊
彦　

児
玉　

成
子

　
　
　

辻　
　

浩
一

【
西
濃
】北
村　

藤
仁　

宮
脇　

武
久

　
　
　

桑
原　

良
三　

瀬
川　

武
夫

　
　
　

山
田　

俊
雄　

細
野　

陽
子

　
　
　

尾
崎　

悦
子　

高
木　

二
郎

　
　
　

青
木
福
五
郎　

河
添　
　

進

　
　
　

小
川　

隆
子

【
中
濃
】太
田　

米
子　

井
戸　

敏
則

　
　
　

河
合　

廣
幸　

平
野　

忠
雄

　
　
　

河
村　
　

武　

澤
部　

稔
教

　
　
　

藤
井　

美
彦　

野
呂　
　

修

　
　
　

木
村　

勇
治　

山
田　

道
正

　
　
　

佐
合　

孝
生

【
東
濃
】宮
地　

邇
久　

松
原　

昭
彦

　
　
　

小
西　

敏
夫　

西
尾　

直
芳

　
　
　

篠
原　

良
享　

曽
根
由
紀
子

　
　
　

林　
　

隆
夫　

安
田　

一
郷

　
　
　

保
母
み
き
子　

野
中　

誠
司

【
飛
騨
】武
田　

敏
彦　

畑
川　

清
二

　
　
　

小
倉　
　

修　

中
村　

邦
人

　
　
　

松
下　

昌
巳

賀
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
29
年
4
月
〜
6
月
）（
敬
称
略
）

（
平
成
29
年
4
月
〜
7
月
1
日
）

（
平
成
29
年
4
月
〜
6
月
）

会
員
動
静（
敬
称
略
）

【
岐
阜
】大
塚　

秀
夫　

林　
　

慶
三

【
西
濃
】大
橋　

良
章　
　
　
　

【
中
濃
】長
尾　

忠
幸　

服
部　
　

真

【
飛
騨
】福
井　

辰
弘　

畑　
　

文
雄

【
岐
阜
】溝
口　
　

徹　

角
田　

秀
子

　
　
　

臼
井　

淳
宏　

服
部　

克
伸

　
　
　

曽
根　

貴
幸

【
西
濃
】田
中　

俊
彦　

川
口　

秀
雄

　
　
　

横
山　

保
夫　

吉
田　

善
光

【
中
濃
】佐
藤　

一
忠　

小
沢　

正
美

【
東
濃
】大
島　
　

貢　

加
藤　

孝
治

　
　
　

小
嶋　

和
夫　

奥
村　

勝
秀

【
飛
騨
】熊
崎　

良
三　

大
矢
手
流
子

新
入
会
員
ご
紹
介

訃
　
　
報

喜
　
寿（
77
歳
）

【
岐
阜
】後
藤　

政
子　

松
巾　

敏
夫

　
　
　

児
玉　
　

晃　

角　
　

正
行

　
　
　

浅
野　

皖
司　

後
藤　

紀
一

　
　
　

鷲
見　

民
雄　

中
村　

高
司

　
　
　

後
藤　

絹
子

【
西
濃
】伊
藤　

紀
子　

久
保
田
光
子

　
　
　

渡
辺
美
代
子　

酒
井　

茂
男

【
中
濃
】河
村
紀
代
子　

渡
邉　

政
勝

　
　
　

坂
井　

和
夫　

谷
澤
外
史
子

【
東
濃
】高
橋　

直
志　

佐
藤　

俊
子

　
　
　

石
山　

貫
治　

宮
嶋　

正
孝

　
　
　

田
中
多
津
子　

加
藤　

衛
司

【
飛
騨
】小
西　

慧
子　

今
井　

一
枝

　
　
　

谷
口　

吉
一

　第21回カラオケ合同交流会が6月7日、岐阜・西
濃・中濃の各地区から“歌手？25名”が参加し、
岐阜市のホテルパーク・カラオケラウンジ明星で
開催された。
　中濃地区カラオケ同好会の金井さんの司会の進
行で、午前はフルコーラス、午後は2コーラスで
大いに日頃の“のど自慢ぶり”が披露された。
　久しぶりに参加された方も、会話の声とは別人
のような声量で、2曲を披露されました。

♪カラオケは元気のみなもと♪


